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臼
本
一
の
信
濃
川
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
．
一
見
豊
か

な
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
当
市
で
￥
水
の
な
い
現
状
は
，

こ
こ
に
住
む
私
達
が
一
番
良
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
水
が
無
い
と
い
っ
て
も
．
そ
の
実
態
が

ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
の
か
。
“
国
鉄
信
濃
川
発
電

所
第
五
期
計
画
”
“
建
設
省
妙
見
堰
建
設
計
画
”
の
状

況
等
を
．
市
民
全
体
で
冷
静
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　
行
政
は
勿
論
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
自
分
達
の
将
来

へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に

す
る
た
め
に
も
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
“
水
の
問
題
”

で
す
。
水
が
都
市
の
未
来
を
左
右
す
る
こ
と
は
．
歴

史
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
そ
の
場
的
で
な

い
慎
重
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
先
目
開
始
さ
れ
た
市
議
会
第
三
回
定
例
会
の
一
般

質
問
に
お
い
て
も
＼
こ
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ス

ァ
ッ
プ
し
￥
　
「
水
議
会
」
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
水
資
源
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
に
樋
口
熊

蔵
氏
）
も
設
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
一
万
．
市
民
の
皆
さ
ん
の
得
る
こ
の
問
題
に

関
す
る
情
報
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

も
あ
り
ま
す
。
「
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
に
」

「
絶
対
に
市
民
生
活
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
万
法
」

な
ど
現
在
の
課
題
は
＼
最
重
要
課
題
で
す
。

　
水
議
会
と
い
わ
れ
た
今
議
会
の
一
般
質
問
の
主
な

内
容
．
当
市
の
水
利
用
の
現
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
．
今
大
切
な
こ
と
は
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
￥

水
資
源
対
策
の
現
状
を
．
ま
ず
認
識
す
る
こ
と
で
す
。

市
民
の
不
利
益
に
は
絶
対
反
対
！

越
村
大
吉
議
員
…
国
鉄
信
濃
川
発
電

所
第
五
期
計
画
が
、
建
設
省
妙
見
堰

（
小
千
谷
市
）
建
設
計
画
や
元
田
中

首
相
発
言
等
で
活
発
化
し
て
来
た
が

現
在
の
状
況
は
　
　
。

市
長
　
五
十
五
年
六
月
に
こ
の
構
想

が
国
鉄
側
か
ら
提
示
さ
れ
て
以
来
、

慎
重
対
応
を
行
っ
て
来
た
。
国
鉄
は

昭
和
六
十
四
年
に
は
、
川
崎
火
力
発

電
が
機
能
低
下
す
る
た
め
、
そ
の
対

応
策
と
し
て
の
増
設
計
画
だ
が
、
国

鉄
内
部
で
も
、
ま
だ
議
論
の
あ
る
様

子
。
九
月
十
九
日
に
信
濃
川
工
事
局

か
ら
の
概
要
説
明
と
関
連
資
料
の
提

示
が
あ
っ
た
が
、
環
境
影
響
調
査
の

結
果
は
来
て
い
な
い
。
現
段
階
で
は
、

国
鉄
本
社
、
運
輪
省
等
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
対
応
し
な
い
ど
混
乱
の

恐
れ
も
あ
る
。
そ
の
他
に
も
外
的
要

因
も
あ
る
が
、
市
民
の
不
利
益
に
な

る
こ
と
は
絶
対
さ
せ
な
い
決
意
で
い

る
。
行
政
と
し
て
手
順
を
間
違
え
な

い
よ
う
慎
重
に
対
応
す
る
。

　
ま
た
九
月
十
三
日
、
君
知
事
に
も

協
力
要
請
を
行
い
、
十
日
町
市
が
反

対
で
あ
る
限
り
、
国
鉄
に
は
同
調
も

加
垣
も
せ
ず
、
対
応
に
つ
い
て
は
綿

密
に
連
携
し
て
ゆ
く
と
の
確
約
も
い

た
だ
い
て
き
た
。

抜
本
的

対
策
が

な
い
限
り

小
杉
清
一
議
員
…
市
民
の
関
心
あ
る

い
は
憂
慮
の
中
で
ω
こ
の
難
局
打
開

に
勝
算
は
あ
る
か
ど
う
か
ω
広
域
的

な
相
互
理
解
と
協
力
体
制
は
⑬
小
千

谷
市
と
の
話
し
合
い
は

市
長
　
難
局
は
打
開
す
る
た
め
に
あ

る
と
い
う
基
本
的
考
え
方
か
ら
何
ん

と
か
打
開
し
て
ゆ
く
。
国
鉄
側
か
ら

抜
本
的
対
策
（
①
水
資
源
の
か
ん
養

②
信
濃
川
の
利
水
③
河
川
の
維
持
と

災
害
防
止
の
三
つ
の
観
点
か
ら
の
対

応
策
）
が
な
い
限
り
絶
対
反
対
し
て

ゆ
く
。
隣
接
市
町
村
へ
の
対
応
と
し

て
九
月
五
日
に
川
西
町
長
、
議
長
に
、

当
市
へ
の
同
調
と
促
進
期
成
同
盟
会

（
会
長
は
小
千
谷
市
長
）
か
ら
の
退

会
を
要
請
し
、
心
情
的
に
協
力
、
連
帯

感
を
深
め
る
感
触
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
小
千
谷
市
と
は
争
う
立

場
で
な
く
、
当
時
者
は
、
国
鉄
と
当

市
で
あ
る
と
認
識
し
、
小
千
谷
市
と

は
早
急
に
話
し
合
う
考
え
は
な
い
。

　
五
万
市
民
に
と
っ
て
何
が
プ
ラ
ス

か
判
断
し
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
が
基

本
と
考
え
る
。
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市
民
運
動
展
開
は
、
時
期
な
お
早
い

丸
山
喜
平
議
員
　
ω
吉
田
の
南
部
と

北
部
地
区
は
現
在
で
も
簡
水
、
生
活

用
、
農
業
用
水
等
が
枯
掲
し
て
い
る

が
市
長
の
考
え
方
を
　
㈲
信
濃
川
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
会
と
の
組
織
対
応

に
つ
い
て
。

市
長
　
現
在
の
議
論
は
、
認
め
る
か

認
め
な
い
か
の
議
論
で
あ
り
、
地
区

の
状
況
は
当
然
認
識
し
て
い
る
が
、

抜
本
的
対
策
が
示
さ
れ
た
後
の
問
題

と
考
え
る
。

　
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
と

・
は
、
現
在
は
、
市
民
運
動
を
展
開
す

る
時
期
で
は
な
く
、
い
ず
れ
必
要
が

あ
れ
ば
、
対
応
を
検
討
す
る
。
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手
ぬ
か
り
の
な
い
対
応
が
第

庭
野
誠
助
議
員
…
ω
信
濃
川
工
事
局

と
の
話
し
合
い
の
状
況
は
、
ω
当
市

の
調
査
の
程
度
は
、
⑥
反
対
運
動
の

方
法
と
具
体
策
は
、

市
長
　
工
事
局
か
ら
は
概
要
の
提
示

が
な
さ
れ
た
ば
か
り
で
接
渉
ら
し
い

接
渉
が
も
た
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

　
影
響
調
査
（
補
償
的
な
意
味
な
調

査
）
を
市
独
自
で
や
る
つ
も
り
も
な
い
。

現
段
階
は
、
　
”
水
と
市
民
”
　
”
信
濃

川
と
市
”
と
い
う
大
き
な
問
題
の
中

で
「
絶
対
反
対
」
か
「
抜
本
的
対
策
」

か
の
二
つ
に
一
つ
し
か
な
い
の
だ
か

五
万
市
民
の

水
資
源
確
保
を

　
　
　
　
　
　
全
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九
月
議
会
で
水
資
源
対
策
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ら
。
ま
た
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、

全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
段

階
で
は
、
具
体
的
事
実
に
基
づ
い
て

行
政
的
対
応
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と

が
先
と
考
え
、
今
後
の
判
断
に
よ
り

運
動
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
は
、

行
政
と
し
て
手
ぬ
か
り
の
な
い
対
応

だ
け
を
考
え
て
い
る
。

関
東
利
水
計
画
と
の
切
り
離
し

大
島
昭
三
議
員
…
ω
絶
対
反
対
、
抜

本
的
対
策
が
な
い
限
り
反
対
、
国
鉄

本
社
、
運
輸
省
等
の
真
意
の
確
認
と

市
長
の
対
応
が
異
っ
て
来
て
い
る
が

そ
の
真
相
を
　
ω
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
産
業
協
議
会
の
関
東
へ
の
送
水
計

画
に
関
連
あ
る
か
な
い
か
は
大
き
な

比
重
が
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て

　
昭
和
十
四
年
千
手
発
電
所
が
稼
動

以
来
、
信
濃
川
利
水
が
認
め
ら
れ
ず
、

上
水
道
、
工
業
用
、
消
雪
用
、
農
業

用
水
そ
の
他
毎
秒
三
・
七
四
ノ
の
水

を
信
濃
川
伏
流
水
を
中
心
に
地
下
水

に
依
存
し
て
い
る
当
市
に
、
地
下
水

位
は
水
需
要
の
増
大
と
反
比
例
し
て

低
下
（
八
年
間
に
十
一
胡
）
し
、
こ

の
ま
ま
放
置
す
る
な
ら
ば
重
大
な
事

態
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
市
当
局
と

・
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
水
資
源
確

保
に
万
全
を
期
す
た
め
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
当
面
す
る
問
題
は
、
国
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

〔％に陳情活動藩朱灘懸局長。、

市
長
　
五
十
五
年
八
月
に
計
画
中
止

の
要
請
以
来
、
考
え
方
、
言
動
も
終

始
一
貫
し
て
変
っ
て
は
い
な
い
し
、

政
治
的
圧
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。
信
濃
川
工
事
局
に
翻
弄
さ
れ
す

ぎ
た
の
で
、
も
う
少
し
情
報
を
得
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業

信
濃
川
発
電
所
の
再
開
発
計
画
の
阻

止
で
あ
り
ま
す
。
現
在
宮
中
か
ら
毎

秒
百
六
十
七
ノ
を
取
水
し
て
お
り
、

更
に
毎
秒
百
五
十
ト
ン
を
取
水
す
る
こ

の
計
画
は
、
現
在
で
も
少
な
い
水
の

信
濃
川
を
、
完
全
に
水
無
川
と
す
る

も
の
で
す
。

　
伏
流
水
を
利
用
す
る
当
市
で
は
、

五
万
市
民
の
死
活
閥
題
に
な
り
ま
す
。

平
常
時
は
恒
常
的
渇
水
、
そ
し
て
あ

と
は
、
洪
水
馬
の
流
路
と
い
う
荒
廃

し
た
無
残
な
河
川
と
な
η
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
代
表
が
、
市
長
と

共
に
十
月
四
日
上
京
、
運
輸
大
臣
を

は
じ
め
、
建
設
省
、
国
鉄
本
社
、
国

会
議
員
等
に
陳
情
活
動
を
し
て
来
た

と
こ
ろ
で
す
。
市
の
立
場
を
強
力
に

説
明
し
、
反
対
意
志
を
伝
え
、
予
想

以
上
の
成
果
が
あ
っ
た
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
情
勢
も
一
方
に
は
あ
ぴ
ま
す
の
で

今
後
と
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
ゆ
く
所

存
で
す
。

協
議
会
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
関
越

総
合
水
資
源
計
画
）
の
取
水
場
所
と

妙
見
堰
と
の
位
置
が
同
じ
こ
と
に
気

が
つ
い
た
の
で
、
君
知
事
に
確
認
を

行
っ
て
来
た
が
、
知
事
は
否
定
。
こ

の
問
題
は
、
十
日
町
市
長
の
問
題
と

い
う
よ
り
新
潟
県
知
事
の
問
題
で
、

切
り
離
し
て
対
応
し
、
現
在
の
問
題

を
絞
っ
て
ゆ
く
。

大
島
昭
三
議
員
…
水
の
問
題
に
は
、

党
派
は
な
い
。
お
互
い
に
提
携
し
な

が
ら
お
互
い
の
立
場
を
生
か
し
た
対

応
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

発
電
所
と
妙
見
堰

　
建
設
省
が
来
年
度
の
予
算
概
算
要

求
で
計
画
し
て
い
る
妙
見
堰
は
、
発

電
所
計
画
促
進
に
つ
な
が
る
か
ら
問

題
な
の
で
す
。
そ
れ
が
治
水
や
バ
イ

パ
ス
だ
け
の
も
の
な
ら
当
市
に
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
鉄
と
建
設
省

が
相
乗
り
の
様
相
が
あ
る
か
ら
間
題

が
あ
る
の
で
す
。

　
　
。
水
資
源

　
　
　
　
　
　
対
策

欝
撫
特
別
委
員
会

　
　
　
　
を
設
置

纈

　
市
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月

二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
十
日

間
の
会
期
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
　
「
市
道
の
認

定
」
　
「
土
地
の
買
入
れ
」
な
ど
議
案

十
六
件
、
請
願
十
件
、
意
見
書
一
件

が
審
議
さ
れ
、
認
定
・
原
案
可
決
・

合
意
・
採
択
な
ど
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
終
日
の
二
十
九
日
に
竹

内
真
議
員
よ
り
、
消
融
雪
、
流
雪
側

溝
用
水
、
濯
が
い
用
水
な
ど
の
水
資

源
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案

さ
れ
可
決
、
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

★
委
員
長
…
樋
口
熊
蔵
・
副
委
員
長

…
佐
藤
利
雄
・
委
員
…
飯
塚
洲
司
、

佐
藤
勝
巳
、
大
島
清
松
、
庭
野
耕
作
、

越
村
大
吉
、
小
林
辰
雄
、
大
島
昭
三
、

小
宮
山
達
男
、
遠
田
金
市
、
斉
木
正

義
の
計
十
一
名

■
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の

・
市
総
合
公
園
用
地
の
買
入
れ

・
教
育
委
員
に
林
正
氏
を
任
命

・
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
…
吉

田
中
屋
体
の
請
負
金
額
を
一
億
五
千

二
十
四
万
八
千
円
に
。
総
合
体
育
館

請
負
金
額
を
九
億
四
千
二
百
八
万
五

千
円
に
。

。
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
…
…
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
予

定
地
造
成
工
事
費
そ
の
他
な
ど
、
一

億
三
千
八
十
二
万
七
千
円
を
追
加
し

総
額
百
二
十
億
千
七
百
三
十
三
万
八

千
円
と
す
る
も
の
。

■
採
択
と
な
っ
た
請
願
…
・
市
道
岩

野
一
号
線
政
良
・
市
道
妻
有
町
八
号

線
．
十
五
号
線
舗
装
・
十
小
西
体
育

館
の
改
築
・
幸
町
地
内
市
道
編
入
・

城
之
古
第
三
地
内
市
道
編
入
・
市
道

孕
石
線
改
良
・
市
道
笹
之
沢
三
号
線

改
良
・
農
業
改
良
普
及
所
の
統
廃
合

計
画
を
と
り
や
め
、
拡
充
強
化
を
求

め
る
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
…
市
道

田
麦
二
号
線
道
路
改
良
工
事

■
取
り
下
げ
と
な
っ
た
請
願
…
「
あ

じ
さ
い
公
園
」
を
市
の
公
園
認
定
に

関
す
る
請
願

　
　
一
般
質
問

　
「
発
電
所
計
画
」
に
集
中

　
一
般
質
問
は
、
三
日
間
で
十
二
名

が
行
い
、
国
鉄
信
濃
川
計
画
、
新
年

度
予
算
、
農
業
問
題
等
が
質
疑
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
「
発
電
所
計

画
」
に
は
五
人
の
質
問
が
あ
り
異
例

の
議
会
と
な
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。

■
越
村
大
吉
…
国
鉄
新
発
電
所
計
画

と
当
市
の
対
応
・
北
越
北
線
の
今
後

の
見
通
し

■
小
杉
清
一
…
信
濃
川
国
鉄
第
五
期

発
電
計
画
・
林
道
改
良
事
業

■
庭
野
誠
助
…
小
千
谷
発
電
所
の
増

設
計
画
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
観

光
事
業
の
進
め
方

■
佐
藤
勝
巳
…
五
十
九
年
度
十
日
町

市
予
算
編
成
・
中
沢
作
業
所

■
丸
山
喜
平
…
国
鉄
信
濃
川
発
電
所

第
五
期
計
画

■
村
山
隆
太
郎
…
緑
道
計
画
と
第
二

十
日
町
橋
架
橋
構
想
・
総
合
公
園
の

今
後
の
見
通
し
・
流
雪
溝
工
事

■
竹
内
真
…
公
有
財
産
の
管
理
・
条

例
及
び
条
例
施
行
規
則
・
市
敬
老
祝

金
支
給
条
例
の
改
正
・
市
ほ
う
賞
規

則
の
改
正

臼
大
島
昭
三
…
医
療
保
険
制
度
の
改

正
・
国
鉄
発
電
所
の
増
設

■
大
島
清
松
…
市
民
生
活
上
の
諸
問
題

■
飯
塚
洲
司
…
農
業
問
題
・
水
資
源

■
半
間
正
…
流
雪
用
水
の
渇
水
対
策

■
佐
藤
一
男
…
五
十
八
年
度
予
算
・

．
国
に
お
け
る
来
年
度
予
算
概
算
要
求
・

農
業
機
関
の
整
理
縮
少

㎜
，
国
闘
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点
検
は
、
防
火
の
は
じ
ま
り
、
し
め
く
く
り
“

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
十

月
土
十
六
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で

を
「
秋
の
火
災
予
防
週
間
」
と
し
て

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

盗 ㌔

r「‘

　6

　
　
重
点
目
標

◎
身
体
不
自
由
者
、
老
人
、
幼
児
等

の
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

　
　
◎
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防

火
対
策
の
実
施

◎
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火

安
全
の
確
保

◎
防
災
機
器
の
普
及
推
進

　
週
間
中
の
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
十
月
二
十
七
日
、
市
役

所
ホ
ー
ル
に
「
防
火
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
多
数
の
方
々

の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
消
防

団
員
が
立
入
検
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

行政相談週問％～％　「
　日常生活の中で、国、県や公団、公社などの仕事

について苦情や要望をお持ちの方は、つぎのとお『）

行政相談を開催しますので、ご利用ください。

●日時10月20日㈲午前10時～午後3時
●場所市役所市民相談室
●相談員　行政相談委員　岡田信郎（中条島）

人権擁護座談会を開催
　新潟地方法務局と長岡人権擁護委員会協議会では、

つぎのとお1）人権に関する座談会を開催しますので

ご参加ください。

●日時10月25日（幻午後1時半～4時

●場所十日町市公民館第五集会室

●参加対象　婦人

●テーマ　相続について、金銭トラブルについて

●担当者　長岡支局総務課長、人権擁護委員

　　　　（武田文雄、小林賢秀、竹内茂、中林秀一郎》

　十日町市民合唱団

εi縫轟、
月22日（土）

後7時開演（6時半開場）

日町市民会館ホール

般500円　中・高生300円

」　「黒いひとみ」　「エーデルワ

ドルは飛んで行く」など、なじ

をハーモニー。十中リコーダー
出演。

10

午
十
一
ム
ン
曲
助

　
　
　
　
　
エ
コ
名
賛

時
　
　
場
料
イ
「
い
も

　
　
　
　
場
ク
」
深
ブ

日
会
入
レ
ス
の
ラ

●
　
　
●
●
「
イ
み
ク

下
水
道
施
設
測
量
調
査
の

た
め
土
地
立
入
り
の
お
願
い

　
下
水
道
台
帳
作
成
の
た
め
、
下
水

管
と
公
共
汚
水
ま
す
等
の
施
設
を
測

量
し
ま
す
の
で
次
の
区
域
の
土
地
立

入
り
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

区
域
　
田
川
か
ら
川
治
川
、
国
鉄
飯

山
線
か
ら
東
側
の
町
内
及
び
下
川
原

町
、
西
本
町
一
・
二
丁
目
、
八
幡
田

町
、
稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
、
稲
荷

町
三
丁
目
北

期
間
　
十
月
十
日
～
十
二
月
十
五
日

測
量
調
査
者
　
国
際
航
業
株
式
会
社

リ
ウ
マ
チ
友
の
会
定
例
会

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
定
例
会
及
び
親
睦
会
を
行
い

ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時
　
十
月
二
十
三
日
㈲
　
午
前

十
時
～

●
場
所
　
四
ツ
宮
荘
（
本
町
六
）

●
連
絡
先
　
小
海
清
司
（
盈
二
－
三

一
二
一
五
番
）

経
済
講
演
会
に
お
で
か
け
く
だ
さ
螂

場日講演
所時師題●

主
催

●
共
催

「
十
日
町
産
業
基
盤
強
化
へ
の
提
言
」

山
崎
充
氏
（
地
域
産
業
経
済
研
究
所
）

十
月
十
七
日
㈲
　
午
後
二
時
～
四
時

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
㌧
ク
ロ
ス
ー
0
”

　
　
　
　
入
　
場
　
無
　
料
　
　
　
　
　
－

　
働
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
、
働
十
日

　
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
第
四
銀
行
十
日
町
四
交
会

国
民
年
金
定
例
相
談
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
十
五
目
で
す

　
国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
で
き
な
い
人
の
た
め
の
制
度
で

全
国
民
が
対
象
と
な
っ
て
国
が
行
っ

て
い
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
十
分
に
理
解
し
な
い

た
め
、
加
入
、
脱
退
等
の
手
続
き
を

し
な
か
っ
だ
人
や
保
険
料
を
わ
ず
か

の
期
間
納
め
忘
れ
て
し
ま
い
母
子
年

金
や
障
害
年
金
を
も
ら
え
な
か
っ
た

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
や
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
保
険
料
の
免
除

制
度
や
口
座
振
替
の
方
法
等
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
や
内
容
を

く
わ
し
く
知
り
た
い
人
や
手
続
き
が

わ
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
十
日
町
市

で
は
毎
月
十
五
日
を
定
例
相
談
日
と

し
て
市
民
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
関
係
の

定
例
相
談
日
は
毎
月
十
二
日
と
な
っ

て
お
り
織
物
組
合
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
日
が
休
・

祭
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま
す
の

　
　
＼
ー
ノ

　
　
　
　
　
　
　
／
／

　
　
ぬ
ん
き
ん
の
わ
か
ノ
　
　
4

　
　
ら
な
い
二
と
は
　
　
　
　
　
　
あ

相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
よ
〃
”

だ

？
。

4
．

薦
国
監
金

で
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
・

国
民
年
金

移
動
相
談
教
室
を
開
設

　
市
で
は
、
国
民
年
金
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付

の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
　
特
移
動
年

金
相
談
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
、
照
会
、
相
談
の
あ
る

．
方
は
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

ロ
開
設
期
日
及
び
会
場

十
月
二
十
日
　
下
条
地
区
公
民
館

十
月
二
十
一
日
　
中
条
地
区
公
民
館

十
月
二
十
五
日
　
吉
田
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー

十
月
二
十
六
日
　
水
沢
地
区
公
民
館

十
月
二
十
七
日
　
十
日
町
市
役
所
市

民
相
談
室

ロ
時
間
　
市
役
所
会
場
は
午
前
十
時

～
午
後
三
時
。
そ
れ
以
外
は
午
後
一

時
半
～
四
時
。

　
無
料
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
を
開
設
f
十
日
町
郵
便
局
ー

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
年
金
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
の
相
談
を
受
け

た
い
方
は
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
八
日
㈹
　
午
蔚
九
時

～
午
後
四
時

場
所
　
十
日
町
郵
便
局

相
談
員
　
星
労
務
事
務
所
　
星
仁
一

郎
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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〔
昭
紳
五
計
八
畔
度
〕
遵
師
試
墜

　
今
年
度
第
二
回
目
の
調
理
師
試
験

（
調
理
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
る
）
が
次
の
要
領
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
試
験
日
時
　
十
二
月
一
日
㈲

　
午
後
一
時
～
三
時
四
十
分

■
試
験
地
　
南
魚
沼
郡
六
日
町

■
試
験
科
目
　
ω
衛
生
法
規
⑭
公
衆

衛
生
学
⑥
栄
養
学
㈲
食
品
学
㈲
食
品

衛
生
学
⑥
調
理
理
論

■
願
書
提
出
期
間
　
場
所
　
十
日
町

保
健
所
へ
十
月
十
七
日
～
二
十
六
日

午
後
三
時
ま
で
に

■
出
願
書
類
　
ω
受
験
願
書
ω
写
真

…
…
出
願
前
六
ヵ
月
以
内
・
名
刺
判

⑥
調
理
業
務
従
事
証
明
書
㈲
卒
業
証

明
書

■
受
験
手
数
料
　
三
千
四
百
円
（
県

収
入
証
紙
）

■
合
格
発
表
日
　
十
二
月
二
十
二
日

■
そ
の
他
詳
細
は
、
十
日
町
保
健
所

（
盈
七
－
二
四
〇
〇
番
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
秋
苗

　
市
農
林
課
で
は
、

こ
と
し
秋
植
え
を
希

望
さ
れ
る
か
た
の
苗

木
の
注
文
を
、
次
の

要
領
に
よ
り
受
付
け

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
多
く
の
方
か

ら
申
込
み
を
。

●
申
込
先
　
十
日
町

森
林
組
合
造
林
係

市
単
小
規
櫟
至
地
改
、
塵
事
業
等
．
の

　
　
ー
提
出
は
％
ま
で
に
1
　
申
請
を

　
市
農
林
課
で
は
、
来
年
度
の
市
単

小
規
模
土
地
改
良
事
業
、
小
規
模
土

地
基
盤
整
備
事
業
及
び
畑
作
振
興
計

画
に
よ
る
小
規
模
土
地
（
畑
地
）
基
盤

整
備
事
業
の
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

　
申
請
書
及
び
採
択
条
件
の
詳
細
は

農
事
連
絡
員
あ
て
に
送
付
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
事
業
実
施
を
希
望
す
る

地
区
は
農
事
連
絡
員
を
通
じ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
提
出
期
限
は
十
月
三
十

一
日
で
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
予
算

措
置
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は

事
業
採
択
が
で
き
ま
せ
ん
。
提
出
先

は
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
で
す
。
お

問
合
せ
も
同
係
（
智
七
ー
三
一
一
一

番
内
線
三
三
五
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

（
費
八
－
三
二
五
番
）

　
※
電
話
で
の
注
文
も
受
け
つ
け
ま

す
。●

必
要
事
項
　
植
林
地
の
大
字
・
字
・

地
番
・
面
積
と
植
林
本
数
（
注
文
す

る
本
数
）
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限
　
十
月
十
五
日
ω

　
な
お
、
苗
木
の
配
布
は
十
二
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
。

甦灘、とぎ

並魏数叢業欝燦資金を

シリーズNα②

　
農
地
等
取
得
資
金
は
、
農
地
を
取

得
し
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
経
営

改
善
を
積
極
的
に
図
る
農
業
者
を
対

象
と
し
て
国
が
貸
付
す
る
資
金
で
す
。

　
こ
の
資
金
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　

該
当
の
条
件

　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
け
れ
ば
貸
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
、
農
業
経
営
主
で
あ
り
、
申
請
人

の
総
所
得
の
う
ち
農
林
水
産
業
の
所

得
が
過
半
を
占
め
る
こ
と
。

二
、
取
得
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
り
、
そ
の
総
面
積
が
十
ア

ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
、
申
請
前
三
ヵ
年
内
に
農
地
の
縮

少
が
な
い
こ
と
。

四
へ
借
入
申
込
者
が
六
十
歳
以
上
の

場
合
は
、
農
業
後
継
者
が
い
る
こ
と
。

五
、
取
得
し
よ
う
と
す
る
面
積
を
含

め
て
自
己
耕
作
地
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
あ
る
こ
と
。

〔
利
率
〕
年
三
・
五
新

〔
最
長
償
還
期
間
〕
二
十
五
年

〔
借
入
最
高
額
〕
千
五
百
万
円

説
明
会
を
開
催

　
融
資
の
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
詳
細
の
問
い
合
せ
は
、
市

役
所
農
業
委
員
会
事
務
局
（
餐
七
－

三
一
一
一
番
内
線
一
二
〇
二
二
一
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

きものの里を

きもので歩こう

艶

』一囲’

、
譜

　きもののふるさと　　十日町の古い街並み

には和服が良く似合います。

　博物館、魚沼スカイラインなど市内の名所

を巡り、きものの殿堂クロス10で、琴の演奏

お茶、ショッピングなどを楽しんでください。

“きものの里をきもので歩こう。この事業は

市外の人から、十日町のきものを実際に着て、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A十日町の街を歩いて「十日町」を知ってもら

おうと、市観光協会が昨年から始めたもので

す。

　秋の日の・一日の素晴らしい企画を、市外の

親せき、知人、友人の皆さんにご紹介いただき

多くの人から参加くださるようお願いします。

◎と　　き　11月3日（文化の日）午前9時30分～

　　　　　集合場所はクロス10

◎募集人員　30名（女性のみ、先着順）

◎参加費　2，000円

◎申込先　十日町市観光協会

　　　　　　（市役寒蝶謄離欝）

◎申込締切日　10月27日休）

　　※昼食、記念撮影、和装小物のプレゼント有。

　　※白足袋だけはご持参ください。

魅力ある観光イベントに

十日町市観光協会

会長池田作三

　上越新幹線の上野駅乗り入れ、関越自動車道全
線開通等が間近かにある今日、当観光協会は、有
力な観光資源を有機的に結合した観光地づくりに
努力しているところです。
　今年で2回目を迎えた、この「きものの里をき
もので歩こう」の企画も、雪まつりとは異なった
意味で新しい観光イベントに位置づけております。

今年はタロス10もオープンし、きものバンクが設
立されるなど条件整備もされ、訪れる人たちに魅
力的なイベントとして行われることは確実なもの
といえます。

　市民の皆様からも、ぜひ、この企画を広くP　R
いただき、市民一丸となった観光地づくりの一環
　になればと考えております。ご協力をよろし
＼　くお願い申し上げます。　　　　ー　　　ノ

■階ヨ－
ぽ
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たいいく・スポーツコーナー

鶉：：轍綴雛輪を（箒蔓識3昌騰）

相沢英男さん
（市体育課長）

　
　
ス
ポ
ー
ヅ
の
秋
で
す
。
10

　
月
に
は
第
17
回
市
民
ス
ポ
i

曾
臥
難
襟
碕
籍
謬

　
か
に
も
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
行

　
事
が
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
総

　
ス
ポ
ー
ツ
化
を
め
ざ
し
、
多

　
く
の
皆
様
の
参
加
を
期
待
し

　
て
い
ま
す
。

　
娘
と
一
緒
に
昨
年
か
ら

テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

年
齢
の
方
は
ベ
テ
ラ
ン
で

す
が
、
技
術
の
方
は
ま
だ

ま
だ
…
。
で
も
今
、
と
て

も
楽
し
い
気
分
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
は
、
か
ら
だ
に
と

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
目
標
を
高
く

も
っ
て
、
若
さ
で
が
ん
ば

り
ま
す
。

徳永隆治さん
（40歳・北新田3）

o
　
　
　
　
　
　
　
　
　 爆o漏纏

　　　　　　　　　轍民案撮寮ツ凋闇

　　　　　　　　　　麟鵬鴎鯉s鱒麟s
o

ゴ．1し
　　　　，ρ

縛。 聖翻、り、　110／29仕）

市民体カテスト
・市民体育館で

・AM9：00～PM9：00

　
私
は
、
陸
上
、
野
球
、
テ
ニ
ス
等

ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
好
き
で
、
先
日

も
、
市
体
育
課
主
催
の
ジ
ャ
ギ
ー
ダ

ン
ス
（
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー

ル
）
に
参
加
し
、
さ
っ
そ
く
家
で
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

越村キクエさん
　（60歳・本町5）

ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
、
身
心
の
健
康
を
大
切
に
、
無

理
せ
ず
長
続
き
す
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

“’

庭野ヒロさん
（40歳・新座4）

ψ
寮、

」〆

　
家
族
み
ん
な
で
健
康
増
進
に
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
、
若
が
え
り
に

と
、
．
卓
球
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
に
首
を
つ
っ
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
始
め
た
卓
球
で

　
す
が
、
共
通
の
話
題
が
あ
り
、
家

　
族
の
団
ら
ん
に
と
て
も
役
立
っ
て

　
い
ま
す
。

繋搬育恥
＼・市民体育館で

廻
飾

二　　 10／9（日）・璽0（月）

　　　第17回市民スポーッ大会
　　　　・市内各会場で

　
昨
年
、
学
生
時
代
の
チ
ー
ム
メ
イ

ト
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
　
臨
、
羅

鑓
矯
九
冨
“
誓
鷺
鱗
‘

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
繍

私
は
現
在
、
市
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て

も
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
心
身
の
健
康
の
た
め

に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

太
（
2監．南霰）ん¢螺

’60000

※敬称略

○○○○

囹優秀競技者

氏　　名 年齢 所　　属 氏　　名 年齢 所　　属

福島たみ子 36 卓　　球 本間　　大 15 南中・スキー

村山婦佐江 33 卓　　球 本間　　寿 15 ス　キ　ー

横山　　保 27 軟式庭球 柚沢　俊明 17 十高・スキー

井川　純宏 25 陸　　上 野沢　昭夫 19 ス　キ　ー

太田　篤宣 18 十高・陸上 小海さゆり 16 十高・スキー

相沢　　勇 27 空　　手 石田　弘美 18 十高・スキー

庭野　一史 28 空　　手 太田久美子 23 軟式庭球

清水　道晃 17 空　　手 柳　　智子 22 軟式庭球
岩田　敏恵 15 中条中・スキー 長谷川文代 15 十高・陸上

諸里真紀子 18 ス　キ　ー 山崎　哲嗣 17 十高・空手

高橋美智子 23 ス　キ　ー 池田　明美 18 十高・空手

児玉　清美 19 十高・スキー 水落　清美 18 十高・空手

生越　隆子 17 十高・スキー 根津智恵子 17 十高・空手

阿部　淑恵 16 十高・スキー 計27名

囹功労者章●●●鷲驚さん一ト棚会

　　慧．．　び市スポーツの発展のため努力した
　　織　　　　　　．　　　いと思います。

　　　o
囹優秀指導者章…貝瀬秀行さん
　　　　　　　　　　（31歳．中条中学校勤務）

計27名

　このたび、優秀指導者章をいただ

くにあたり、市体協をはじめ、陸上

競技協会、スキー協会、地域の皆さ

んに深く感謝申し上げます。これを

機会に、市のスポーツ振興と競技力

向上に一層の努力をしてゆくつもり
です。



（7）騒醗羅錘i羅i羅翻と・おガ夢3聾羅難灘…灘難灘甕響謡灘・　一

スボーツリーダーすくうる

　　　　●第5回10／12㈱夜7時～9時半
　　　　　　　　　会場一市民会館
　　　　　　「スポーツ傷害とその予防」
　　　　　講師一中村滋先生
　　　　●第6回　10／23（日〉午前9時～正午
　　　　　　　　　会場一市民体育館
　　　　　　「冬期間の体力づくり方法」

　　　　　講師一角山俊文先生　　　　　　．
　　　　※第5・6回受講の方は、その都度
　　　　　200円を持参

軟式庭球ナイター講習会

　10／15（±1）・25（火）

　　　　　　　　　　　　　　幽

雲　0’鞭灘羅羅雛鑛韓難灘・．昭和58年10月10日

あ鱗鰻鰹気，、靱慕…麟i陣

さiあ…警…瀕なたもチヤ［7》7ジをiii誹

・と　き

　　　　夜7時～10時

・ところ　市営庭球コート（城ヶ丘）

　　　　一雨天の場合は中止一

・ひよう　各回100円（照明・ボール代）

■年令、性別とわず初心者大歓迎

　　一市軟式庭球連盟

、レクリェーション・
　　　　ダンス

　　　　いつでも、どこでも、だれでも一
すぐ伸間に入って楽しめる健康的
なスぷ一ツダンスです。
・と　き　10／16（日）昼0130～3130

・ところ　市民体育館
・参加費　100円（当日）

・服装動きやすいものを
　　　　（ズック〉

　　　　う弧

。灘撫

主催…レク同好会・ヘルシーサークル

　　　　妻有街道歩け歩け大会
　昔、妻有の里から三国峠へ越えた道。その

歴史を探りながらみんなで歩こう。
・とき1・月23日（日）雨天中止　・一て二で夙
・コース　市役所前～栃窪峠　　　　　　　　　一笑ニコ些
』・参加費　大人・高校生含1，000円　　　　　　　　　　｝，＿・・一

二騨欝羅糠繍る羅髪篤
　　　　川治公民館（奮2－2223）　　　　　！r＿．＿＿　一
　　　　羽根川荘（行2－5434）

　　・定員300名です。

◆と　き10月29日（土）午前9時～午後9時

◆ところ市民体育館

◆対象12歳以上の男女

　　〈内容＞・一体力診断テスト（29歳以下）一

　　・反復横とび（敏しょう性）　・踏み台昇降運動（持久性）

　　・垂直とび（瞬発力）　　　　・伏が上体そらし（柔軟性）

　　・背筋力（筋　力）　　　　　・立位体前屈（柔軟性）

　　・握力（筋　力）

　　〈内容＞一壮年体力テスト（30歳以上）一

　　・反復横とび（敏しょう性）　・ジグザグドリブル

　　・垂直とび（瞬発力）　　　　　　　　　　（巧ち性）

　　・握力（筋力）　　　　・急歩（持久性）

ひとりでも、親子でも
　　お気軽においでください。

纈灘・野本修さん（3　相撲）
　　　　　灘　　　・福島たみ子さん（36歳一卓球）

　　　　瓢撚繍　　・横山　保さん（27歳一軟式庭球）

　　　　　　　　　　・庭野一史さん（28歳一空手）

　　　　　　　　　　・相沢　勇さん（27歳一空手）

第7回高齢者ゲートボール大会結果

％が雨天のため延期され

％（幻に開催されました。

〈会場＞青少年野外

スポーツセンター

優勝稔り会
参加チーム…24チーム

19

11

16

18 12

12

新座

C

17　11

高山

B

19　　15

大井田

A

14　　19

16

稔り会

A

12

高山

A
杉の子

A
互親

D
明石会

A
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市
嬉
設
課
で
は
、
ク
ロ
ス
ー
0
か
ら

博
物
館
、
下
水
道
終
末
処
理
場
な
ど

を
結
ぶ
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
の
中
で
、
博

物
館
近
く
に
「
子
供
の
遊
び
場
」
を

造
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
遊
び
場
づ
く
り
に
、
子
供
た
ち

の
夢
と
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
た

め
「
子
供
の
遊
び
場
」
図
案
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
市
内
の
小
学
校
五
年
生

か
ら
中
学
校
三
年
生

画
題
　
　
”
遊
び
場
”
に
つ
い
て
の
絵

な
ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
　
「
未
来

の
遊
び
場
」
　
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
あ
る

遊
び
場
」
「
水
と
緑
の
あ
る
遊
び
場
」

な
ど
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
計
画
公
園
係
（
費
七
－
三
一
一

作
品
規
定
　
四
ツ
切
で
白
か
色
の
市
　
　
内
線
二
六
六
）
へ

働
く
女
性
に
い
が
た
の
集
い
開
催

テ
ー
マ
　
働
く
女
性
の
明
日
に
向
っ

　
て
に
い
が
た
の
女
性
が
職
場
で
充

　
実
し
て
働
く
に
は

日
時
　
十
一
月
八
日
（
火
）
　
午
後

会
場
　
新
潟
市
中
央
公
民
館

内
容
　
o
講
演
「
働
く
女
性
の
果
た

　
　
　
す
役
割
」

　
講
師
…
西
村
洋
子
（
女
性
社
員
総

　
　
　
　
合
開
発
研
究
所
研
究
主
幹
）

販
画
用
紙
を
使
用
し
、
絵
の
具
で
着

色
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
品
は

未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
一
作
品
で

学
校
単
位
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
十
月
十
九
日

賞
　
市
長
賞
ω
、
優
秀
賞
㈲
、
金
賞

銀
賞
、
銅
賞

提
出
・
問
合
せ
先
　
市
建
設
課
都
市

一
番

　
o
パ
ネ
ラ
ー
問
題
提
起

　
働
く
女
性
に
望
む
こ
と
…
…
山
崎

　
喜
代
子
（
三
栄
薬
品
総
務
部
長
）

　
女
性
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に
つ
い

　
て
…
…
小
野
庸
子
（
県
社
教
主
事
）

　
勤
労
婦
人
福
祉
の
推
進
…
…
丹
羽

　
君
江
（
新
潟
婦
人
少
年
室
長
）

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
十
月
二
十
五

日
ま
で
市
商
工
課
へ
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・
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9
・
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9
・
6
つ
・
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9
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つ
・
・
Q
9
・
6
9
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・
Q
つ
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Q
つ
・
6
つ
・
！
、
9
・
6
9
・
6
つ
・
6
つ
・
6
0
・
・
6
つ
・
』
Q
つ
2
Q
つ
・
・
Q
9
・
・
Q
つ
2
Q
9
・
』
Q
つ
2
Q
（

黛帝王紫と草木染め展“

3・

誰
町

　
　
　
－
日

月
前
6
ロ

ーo

午
佗
ク

期
　
　
　
場
　
料

会
　
　
　
会

～30日（日）

午後5時
．時半テープカット）

　　　　　　　　展示ホール

入場料　一般　　300円　中高生　　200円

記念講演会
演題　天然染料について

講師吉岡．常雄（大阪芸大教授）

期日　10月26日　午後1時半～3時半
会場　クロス10十日町中ホール
入場料　無料

　　※吉岡常雄先生と帝王紫
　大阪芸術大学教授吉岡常雄先生は、昭和40年頃から

古代染織の研究にいどみ、43年から貝紫の源流をたず

ねて、ヨーロッパ、中近東、インド、中南米など64ヵ

国を回って調査研究をしています。その多くの資料や

作品を一堂に展示するとともに、ビデオコーナーでは、

現地での貝の採集や調査の様子がごらんいただけます。

　帝王紫………古代文明発祥の地、チグリス、ユーフ

ラテス地方では、紀元前16世紀ごろから貝を採集して

布を染めていました。1グラムの染料を得るのに20，000

個もの貝を必要とする高価な紫で、そのつややかな魅

惑的な色は、エジプトや中近東の貴遊達のあこがれの

衣裳となり帝王紫と呼ばれていました。　　　　・

市内局番が変わります

一12月6日午後2時から一

2局→52局　　5局→55局

6局→56局　　7局→57局

8局→58局　　9局→59局

一市外局番は（0257）です一

次の地域相互間は市外局番なしで通話できます。

　区分
市町村名

現　　　　　在 変　更　後
市外局番 市内局番 加入者番号 市外局番 市内局番 加入者番号

十日町市 02575

2 ××××

0257

52 ××××

5 ×××× 55 ××××

6 ×××× 56 ××××

7 ×××× 57 ××××

8 ×××× 58 ××××

9 ×××× 59 ××××

川西町 02576
8 ××××

0257
68 ××××

9 ×××× 69 ××××

中里村 025763 ㎜ ×××× 0257 63 ××××

津南町 02576
5 ××××

0257
65 ××××

6 ×××× 66 ××X×

7 ×××× 67 ××××

　　　　　　　　　　　　　××××は変更ありません

◎関係4市町村間相互通話は、市内通話と同様、

　6回のダイヤルで通話できます。

一十日町電報電話局一
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Q
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・
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国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
五
十

九
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
高
等
科
約
六
十
名

修
業
年
限
　
ニ
カ
年
（
全
寮
制
）

願
書
受
付
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
四

日
～
二
月
四
日

入
学
試
験
　
二
月
十
二
日

試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
英
語
、

　
（
中
卒
程
度
）

受
験
資
格
　
中
卒
以
上
、
十
九
歳
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

満
の
人

　
詳
細
は
、
国
立
村
上
海
員
学
校
教

務
課
（
〒
九
五
八
1
0
一
、
村
上
市

岩
船
、
麿
〇
二
五
四
五
－
六
－
七
六

一
四
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

10月の交通安全キャンペーン

～お互いにゆずり合ってゆっくり走りましょう～

、夕暮れ時の交通事故防止運動

　10月21日㈱　翔1月20日瑠麟

9月中の交通事故発生状溌護）57年

市町村名 発生件数 死者数 傷者数
十日町市 10（13） 1（O） 9（14）

川　西　町 3（0） O（O） 4（O）

津　南　町 1（1） O（1） 1（0）

中　里　村 O（O） O（O） O（O）

市町村計 14（14） 1（1） 14（14）

累　　　計 137（112） 5（4） 161（136）
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第
一
部
　
日
本
画

　
■
市
展
賞
　
　
「
夏
日
段
丘
」
島
谷

良
輔
（
栄
町
〉

　
■
奨
励
賞
　
　
「
静
寂
」
二
瓶
虎
太

郎
（
昭
和
町
三
）
　
「
夏
の
終
り
」

関
口
一
孝
（
四
日
町
三
）

第
二
部
　
洋
画

　
■
市
展
賞
　
　
「
冬
の
淵
」
小
林
幸

一
（
津
南
町
）

　
■
奨
励
賞
　
　
「
雪
国
の
夕
暮
れ
」

玉
村
三
郎
（
妻
有
町
西
）
　
「
あ
る

日
…
…
」
堀
田
正
■
（
旭
ヶ
丘
）

「
樹
」
南
雲
進
（
川
治
上
町
）
　
■

佳
作
賞
　
　
「
ひ
と
や
す
み
」
田
中
善

男
（
四
日
町
第
二
）
　
　
「
仁
王
門
」

村
山
峰
雄
（
池
之
平
）
　
「
潮
騒
」

阿
部
貞
子
（
本
町
六
）
　
「
晩
夏
（
お

そ
な
つ
）
」
関
口
奈
々
子
（
昭
和
町
．

四
）
　
　
「
夏
休
み
」
大
口
幸
恵
（
十

日
町
高
校
）
　
　
「
秋
山
」
若
月
藤
一

（
城
之
古
）
　
　
「
野
に
吹
き
荒
ぶ
」

真
霜
良
夫
（
春
日
町
三
）
　
「
吹
雪
」

村
山
邦
好
（
田
川
町
三
）
　
「
て
ご

と
な
ん
ば
ん
」
関
口
弘
治
（
土
市
二

緑
町
）

第
三
部
新
し
い
美
術

　
■
市
展
賞

郎
（
本
町
一
）

　
■
奨
励
賞

「
グ
ー
」
滝
沢
洋
三

「
大
地
か
ら
の
恵
み
」

佐
藤
陽
一
（
長
岡
市
）
　
　
「
テ
レ
ビ

の
逆
襲
」
近
藤
貴
久
（
十
日
町
高
校
）

　
■
佳
作
賞
　
　
「
危
む
」
青
少
年
ホ

ー
ム
花
道
教
室
（
学
校
町
）
　
　
「
花

1
」
村
山
三
智
男
（
高
田
町
三
西
）

第
四
部
　
彫
塑

　
■
市
展
賞
　
　
「
私
の
美
英
子
」
江

村
美
英
子
（
十
日
町
高
校
）

　
■
奨
励
賞
　
　
「
あ
い
ら
い
ん
H
」

滝
沢
洋
三
郎
（
本
町
1
）
　
■
佳
作

賞
「
M
I
E
K
O
」
山
田
美
恵
子

（
十
日
町
高
校
）
　
　
「
留
実
子
」
桑

原
晴
一
（
新
座
第
二
）

第
五
部
　
工
芸

■
市
展
賞
　
　
「
緑
林
文
様
花
器
」

柳
一
夫
（
高
島
二
）

　
■
奨
励
賞
　
　
「
構
成
」
十
日
町
高

校
美
術
部
　
■
佳
作
賞
　
　
「
ス
ペ
ー

ド
の
森
」
佐
藤
陽
一
（
長
岡
市
）

文化講演会
　　　　　　一東北電カー

日時10月27日休）

　　　　午後6時30分～
会場　クロス10十日町

講師・演題

　〈日本の転換点を考える〉

　　草柳大蔵（評論家〉
　〈歌に生きる》

　　石井好子（シャンソン歌手）

～入場無料です。

　　　　　多数ご来場ください～

こだま号巡回もあとすこし

　こだま号の巡回は11月中ばまでです。どん

どんご利用ください。

　また、返しそびれている本がありましたら、

早目にお持ちください。図書室で貸りた本も

こだま号に返していただいても結構です。

　　　　　　一公民館図書室一

第：！911薗ll帯罠讐1罷繋

　　　　　　　　　　秋の部

　58年度、秋の市民芸能祭を次のとおり

開催します。皆さんのご来場を心よりお

待ちします。どうぞお気軽にお出かけく
ださい。

●日　　時　10月16日（日）昼12時30分開演

　　　　　　（4時頃まで）
●会　　場　市民会館ホール

月
4
民
料
条
扇
十

10（

市
無
中
寿
会
会

時
　
　
場
料
体

　
　
　
　
晶

　
　
会
入
出

●
　
　
　
●
　
●
　
● 体中条多賀仙会、高島水和会、

　　寿扇会、鐙坂扇踊会、喜泉

　　会十日町支部、北新田若葉

　　会、あけぼの会、エルパソ

　　！青少年ホーム）、寿雪の

　　会、美雪会、新座寿扇会、

　　多津美会、銀嶺会、中条民

　　踊愛好会

催十日町市公民館

　　（TEL7－5011）

　ヤ●王

「
赤
と
黒
に
よ
る
構
成
（
革
染
）
」

関
口
雅
子
（
高
田
町
三
）
、
　
「
一
輪

さ
し
」
阿
部
彰
次
郎
（
山
本
五
）

「
花
入
れ
」
雲
谷
沙
代
子
（
中
条
新

田
）
　
「
粕
裏
水
指
」
桑
原
晴
文
新

座
二
）

第
六
部
　
書
道

　
■
市
展
賞
　
　
「
古
詩
」
平
野
治
人

（
西
蒲
原
郡
黒
崎
町
）

　
■
奨
励
賞
　
　
「
三
夕
の
歌
」
塩
川

貞
子
（
稲
荷
町
一
）
　
「
五
言
律
詩
」

長
津
喜
代
子
（
川
治
）
　
「
良
寛
詩
」

島
田
鉄
夫
（
川
治
下
町
二
）
　
■
佳

作
賞
　
　
「
五
言
古
詩
」
村
山
五
三
郎

（
田
川
町
一
）
　
　
「
高
啓
詩
漢
字
」

藤
ノ
木
三
郎
（
中
里
村
）
　
「
五
言

律
詩
」
宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
　
「
七

言
律
詩
」
庭
野
長
五
郎
（
本
町
七
）

「
五
言
律
詩
」
飯
塚
節
（
宮
下
町
西
）

「
漢
南
春
望
藥
能
の
詩
」
庭
野
正
夫

（
宮
下
東
）

第
七
部
　
写
真

■
市
展
賞
　
　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好

き
！
」
梧
沢
政
二
（
峠
）

　
■
奨
励
賞
　
　
「
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」

阿
部
浩
子
（
小
千
谷
市
）
、
　
「
ぼ
く

の
町
に
お
す
も
う
さ
ん
が
や
っ
て
き

た
」
根
津
義
広
（
中
条
中
町
）
　
「
植

物
B
」
富
井
常
和
（
馬
場
）
　
　
「
山

村
秋
日
」
田
辺
千
勝
（
南
魚
沼
郡
塩

沢
町
）
　
■
佳
作
賞
　
　
「
大
賀
二
千

年
蓮
」
福
崎
均
（
本
町
六
）
　
　
「
マ

マ
サ
ン
・
ソ
フ
ト
・
ボ
ー
ル
」
山
口

隆
也
（
川
西
町
）
　
　
「
妻
有
の
い
ぶ

～市民講座・十日町再発見

　　　　　　　10月は～
　テーマ　“近世の十日町“

　日時10月12日・26日依）
　　　　　午後7時～9時
　講師須藤重夫先生
　　　　　　（下条小教頭）

　会場十日町市公民館

き
」
石
川
哲
司
（
田
川
町
一
）

「
魚
沼
の
朝
」
宮
沢
健
二
（
小
黒
沢
）

「
晩
秋
」
野
上
隆
文
高
島
）
　
「
ふ

る
さ
と
の
夜
」
高
橋
憲
一
（
高
田
町

四
）
　
「
な
か
よ
し
」
村
山
和
美
（
新

座
第
一
）
　
　
「
暮
れ
る
こ
ろ
」
村
山

栄
一
（
新
座
第
一
）
　
　
「
老
人
」
田

中
真
治
（
春
日
町
一
）
　
　
「
ア
ブ
ラ

ゼ
ミ
の
ふ
化
」
平
賀
勝
（
南
魚
沼
郡

塩
沢
町
）

本
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
池
田
芳
一
、
井
沢
孝
、
石
坂
正
隆
、

大
島
清
松
、
大
竹
央
、
大
野
屋
重
機
、

春
日
友
次
郎
、
蕪
木
か
よ
子
、
熊
木

美
智
子
、
合
田
浩
二
、
小
海
良
子
、

小
海
虎
雄
、
寿
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
小

林
典
一
、
小
林
一
守
、
近
藤
六
郎
、

佐
藤
友
三
郎
、
佐
野
正
則
、
里
見
正

夫
、
杉
森
仁
彦
、
関
口
悦
子
、
関
口

奈
々
子
、
関
口
吉
夫
、
高
木
国
保
、

高
野
俊
英
、
高
橋
明
子
、
高
橋
イ
ト

子
、
田
中
千
秋
、
土
井
清
史
、
富
井

雄
一
、
中
沢
勇
三
、
南
雲
久
恵
、
西

戸
幸
男
、
西
野
正
男
、
二
瓶
美
樹
、

根
津
和
子
、
根
津
彦
太
郎
、
根
悼
コ

ト
、
根
津
や
え
、
野
上
ミ
サ
ヲ
、
葉

葺
好
宣
、
樋
口
善
治
、
穂
澄
美
、
牧

野
朱
美
、
宮
沢
次
夫
、
宮
沢
春
子
、

矢
口
房
子
、
八
島
智
子
、
柳
一
夫
、

柳
重
治
、
山
口
芳
一
、
山
口
り
つ
子
、

山
田
恵
吉
、
十
日
町
市
民
コ
ン
サ
ー

ト
協
会
、
渡
辺
ヤ
ヨ
イ

　
　
　
　
　
　
　
ー
敬
称
略
1

騰ll…i懸l ll

1



津
購

il1

1

（10）とお』げ夢3昭和58年10月10日

　
十
日
町
病
院
で
は
、
十
月
五
日
か

ら
脳
神
経
外
科
の
診
療
を
は
じ
め
ま

し
た
。
　
（
当
分
の
間
週
一
回
）

◎
診
療
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祭
日
等

に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
院
内

に
掲
示
）

◎
受
付
時
間
　
午
前
八
時
半
～
十
一

時
（
急
患
を
除
く
）

◎
医
師
　
今
村
均
先
生
、
大
峰
雅
樹

先
生
（
交
替
診
療
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
十
日
町
ひ
ま
人
ク
ラ
ブ
（
代
表

片
桐
謙
次
）
三
万
五
千
百
六
十
二
円

…
チ
ャ
リ
テ
ィ
チ
ン
ド
ン
募
金
　
▼

長
楽
会
有
志
（
川
原
町
）
三
千
円
…
廃

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
循
環
器
検
診
日
程

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

10
月
2
0
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
凸
剛
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

本
町
6
㈹

午
後
－
時

～
午
後
3
時

袋
町
㈹
、
高
田
町
1

10
月
2
1
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
凸
削
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

高
田
町
2
・
3
東
・
3
西

昭
和
町
－

午
後
－
時

～
午
後
3
時

高
田
町
3
南
、
丸
山
町
、

昭
和
町
4

10
月
2
4
日
㈲

午
幽
削
9
時
3
0
分

～
午
些
削
n
時
3
0
分

昭
和
町
2
・
3
、
西
寺
町
、

七
軒
町
、
泉
町
、
加
賀
糸
屋
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ

関
口
樋
口
町
、
駅
通
り
、

西
浦
町
東
・
西

10
月
2
5
日
㈹

午
些
則
9
時
3
0
分

～
午
些
削
H
時
30
分

保
健
セ
ン
タ

稲
荷
町
1
・
2
・
3
本
通
り
3
東

e
午
後
1
時

～
午
後
3
時

稲
荷
町
3
南
・
3
北
・
4

10
月
2
6
日
㈱

午
甚
剛
9
時
3
0
分

～
午
晶
削
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

稲
荷
町
西
、
西
本
町
1
・
2

八
幡
田
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

千
代
田
町
、
下
川
原
町
、

宮
下
町
東
・
西
、
神
明
町

10
月
2
7
日
㈲

午
凸
削
9
時
3
0
分

～
午
甚
削
H
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

諏
訪
町
、
学
校
町
1
・
2

水
野
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

本
通
り

10
月
2
8
日
働

午
茜
削
9
時
3
0
分

～
午
甚
朋
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

川
原
町
、
上
川
町
、
田
川
町
1

午
後
－
時

～
午
後
3
時

田
川
町
2
・
3

10
月
3
1
日
㈲

午
凸
剛
1
0
時

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー
島

午
後
－
時

～
午
後
3
時

新
座
保
育
園
新
座
1
・
2

n
月
1
日
㈹

午
苗
削
9
時
3
0
分

～
午
些
剛
1
1
時
3
0
分

新
座
保
育
園
新
座
3
、
本
町
7
！
2

午
後
－
時

～
午
後
3
時

新
座
4
、
本
町
7
－
1
、
三
和
町

n
月
2
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場

四
日
町
新
田
㈹

午
後
－
時

～
午
後
3
時

四
日
町
2
、
尾
崎

n
月
4
日
働

午
前
9
時
3
0
分

～
午
甚
削
n
時
3
0
分

中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場

四
日
町
1
・
4
、
中
原

午
後
－
時

～
午
後
3
時

南
新
田
町
倒
、
四
日
町
3
、

五
軒
新
田

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
。

◎
循
環
器
健
康
診
断
（
血
圧
測
定
・
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
老
へ
保
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保

　
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

品
回
収
　
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
五

千
三
百
十
五
円
　
▼
南
雲
キ
ク
（
中

村
）
二
千
円
　
▼
中
条
寿
会
　
三
千

九
百
二
十
三
円
…
一
円
玉
募
金
　
▼

内
藤
直
義
（
椌
木
）
千
円
　
▼
十
日

町
市
除
雪
協
力
会
　
百
七
十
五
円

▼
佐
野
ヨ
シ
（
高
島
一
）
三
百
八
円

▼
庭
野
五
一
郎
（
中
条
下
町
）
五
万

円
…
香
典
返
し
　
▼
山
本
豪
平
（
学

校
町
）
電
動
あ
ん
ま
機

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
五
日
㈹
　
午
前
九
時

～
正
午
　
中
条
旭
町
、
上
町
、
中
町

の
各
一
部
▼
十
月
二
十
五
日
㈹

午
後
一
時
～
四
時
　
安
養
寺
の
全
部

▼
十
月
二
十
七
日
㈱
　
午
前
九
時
～

、
午
後
一
時
魚
之
田
川
、
慶
地
の
全

部
▼
十
月
二
十
八
日
㈹
午
前
九

時
～
午
後
一
時
　
漆
島
、
池
之
尻
の

全
部
　
▼
十
一
月
二
日
㈱
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
　
山
新
田
の
一
部
、

小
貰
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
の
全

部
　
▼
十
一
月
九
日
㈱
　
午
前
九
時

半
～
正
午
　
太
子
堂
の
一
部
、
尾
崎

の
全
部

16

日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

　
　
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

23

日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
　
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

30

日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

　
　
　
　
　
　
費
7
の
3
0
1
8
番
…

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
採
用
の

市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
職
種
と
採
用
予
定
人
員

上
級
保
健
婦
…
…
若
干
名

　
保
健
衛
生
指
導
及
び
行
政
事
務
に

従
事
し
ま
す
。

中
級
土
木
…
…
若
干
名

　
建
設
、
下
水
道
、
農
林
等
の
部
門

で
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

初
級
一
般
事
務
…
…
若
干
名

　
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

◎
受
験
資
格

上
級
保
健
婦
…
保
健
婦
資
格
を
有
す

る
人
（
五
十
九
年
三
月
末
日
ま
で
に

取
得
見
込
含
む
）
で
、
二
十
九
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

中
級
土
木
…
大
学
、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
及
び
専
門
学
校
の
土
木
系
専

　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程

該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
人

接
種
方
法
　
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
接
種
す
る

料
金
満
三
歳
か
ら
小
学
校
夫
学
前
の
人
一
回
一
〇
〇
円
（
接
種
当
日
持
参
）

受
け
ら
れ
な
い
人
　
生
ワ
ク
投
与
．
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
，
一
ヵ
月
経
過
し
て
い
な
い
人

◎
1
0
月
2
1
日
以
前
の
日
程
は
、
市
報
9
月
茄
日
号
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
前
の
注
意
・
持
参
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

◎
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
さ
れ
る
日
程
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
（38人（10月1日現在）

保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
配
布
0
，

地
　
区
　
名

実
施
・
月
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

鐙
島
小
学
校
区

10

月
別
日

（
金
）

n
月
1
1
日

（
金
）

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

下
条
小
学
校
区

m
月
2
5
日

（
火
）

11
月
1
5
日

（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

東
下
組
小
学
校

川
　
治
　
地
　
区

（
川
治
川
よ
り
北
側
）

n
月
1
5
日

（
火
）

12

月
6
日

（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
焉
分

保
健
セ
ン
タ
ー

東
小
学
校
区
n
月
1
7
日

（
木
）

泥
月
8
日

（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
15
分

東
　
小
　
学
　
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

H
月
2
2
日

（
火
）

翅
月
捻
日

　
（
火
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
焉
分

保
健
セ
ン
タ
ー

川
　
治
　
地
　
区

（
塀
治
川
よ
り
南
側
）

n
月
2
5
日

（
金
）

12

月
1
6
日

（
金
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
巧
分

保
健
セ
ン
タ
ー

門
課
程
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込

含
む
）
で
、
三
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
。

初
級
一
般
事
務
…
高
等
学
校
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
含
む
）
で
、
三
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◎
試
験
期
日

第
一
次
試
験
…
十
一
月
五
日
ω

衡
・
鱒
亀

の釈・
　　　　b

知

厭
な
～
ノ
る
・

、
う
ん
て

紬し1

己繭薄
吻

O
o

解脇
ψ

昼

ホ
．

お
昏
驚
ル

ゼ
そ
，
．
．

二♪ユ㌧＝

曳昏
スに
尾ロ

第
二
次
試
験
…
十
一
月
下
旬

◎
受
付
期
間

　
十
月
十
一
日
㈹
～
十
月
二
十
四
日

㈲
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
智
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
二
二
一
）
へ
。
申

込
書
も
同
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
』
辿

渉
ヒ
ガ
2
端

　
o
山
に
熊
の
エ
サ
に
な
る
木
の
実

が
不
作
の
た
め
か
、
送
電
線
工
事
な

ど
で
熊
の
安
住
の
地
が
荒
ら
さ
れ
て

い
る
た
め
か
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に

熊
が
出
没
し
て
い
ま
す
。

　
熊
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
ず
、
熊

を
追
い
か
け
も
せ
ず
、
同
居
で
き
る

の
が
一
番
良
い
の
で
す
が
・
…
…
：
。

49口人帳台本基※　人957，
24女　人257，

■市勢／世帯数…12，365／推計人ロ…48，520人（男23




